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貧打がまたもや復活。これは、風邪の影響か？

１０月１３日大田スタジアムにてアクセスとオープン戦を行った。この球場は世話役が行ってみたい球
場の一つであり、またもやこの素晴らしい球場で野球が出来る喜びを感じながら、ゲームは始まった。今
日の我がチームは後攻、先発はキャプテン政司である。立ち上がりは、四球こそ出したものの、１番・２
番を共にキャッチャーフライで討ち取るなど、幸先の良い発進であった。我がチームは、1/3が風邪引きで
構成されたメンバーであったが、先頭の翼もその一人であった。しかし、相手のエラーを呼ぶ内野ゴロ、
間髪入れずに３盗を決め、早くも先制のチャンスと相手投手を揺さぶった。続く打者の間に、ＷＰで先制、
その後も四球、エラーとノーヒットで２点を挙げ、初回を終えた。しかし、野球はチャンスの後にはピン
チ有りの言葉とおり、１ヒットとＰＢ・ＷＰで我がチームも相手チームに２点を献上し、ゲームを振り出
しにしてしまった。今日のゲームはまさにＷＰ・ＰＢによる展開のゲームになってしまった。結果的には、
裏が終了していないので、その前までのカウントで、我が勝利とするが、打においては、またもや貧打で
あった。しかーし、その中でも最近サードに定着している秋山が、持ち前の選球眼の良さとレフト前に
きっちりヒットを放つなど全打席出塁と、ここ一番成長している選手であろう。守備においても最初から
最後まで、虫の鳴くような声を出し続けているところも、見習うところであろう。今週末から２試合公式
戦が入ってくるが、貧打でも塁に出る気持ち、塁に出たら、次を盗る気持ち、はやまた、守備においては、
つまらないエラーをしないなど、基本に忠実に行えば、我がチームは必ず勝てる筈である。それにしても、
足が吊るまで、好投したピッチングを見せたキャプテン、お疲れ様！
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